
安全管理研修会（全国安全週間、第 14 次労働

災害防止計画及び令和 5 年度栃木労基署管内「S

＋S(持続可能な安全作業)」推進運動！説明会）

を開催しました 
 

 令和 5年 6月 6日（火）、栃木商工会議所ホールにおいて「令和５年度安全管

理研修会」を開催しました。 

 第 96 回目を迎える令和 5 年度全国安全週間が、「高める意識と安全行動 築

こうみんなのゼロ災職場」のスローガンの下、7月 1日から 7日までの一週間に

わたり全国的に展開されます。 

当研修会では、冒頭に主催者の栃木労働基準協会産業安全部会間嶋博之部会

長、主唱者の栃木労働基準監督署大島充署長よりごあいさつをいただきました。 

間嶋産業安全部会長からは、労働災害を減少させるために国が定める「第 14

次労働災害防止(5か年)計画」が今年度から始動したことや、令和 4年の栃木労

働基準監督署管内の休業 4 日以上の死傷災害が対前年比で大幅に増加するとと

もに、死亡災害で 4 人の尊い命が奪われるという厳しい現実を踏まえ、栃木監

督署主唱・当協会等主催で「令和 5年度栃木労基署管内「S＋S(持続可能な安全

作業)」推進運動！が新たな労働災害防止啓発活動として全域で展開されること

から、この運動を各会員事業場の労働災害防止対策に組み入れていただき、この

地域の労働安全衛生水準の維持向上に資する取組となるよう理解・協力を訴え

られました。 

   

       (間嶋博之産業安全部会長挨拶) 

 



また、大島監督署長は、監督署の行政運営に関する日頃の協力に謝意を示され、

令和 5 年度の行政運営の重点事項の一端を説明されました。特に、当署管内の

労働災害の現状を説明された上で、今年度から始動する第 14次労働災害防止計

画等を踏まえ、従前から推進してきた安全宣言運動を一新して、新たな労働災害

防止啓発活動である「令和 5年度栃木労基署管内「S＋S(持続可能な安全作業)」

推進運動！」を主唱して、労働災害防止対策を一過性ではなく、持続可能な安全

作業への取組に資する活動として取り組んでいくとされ、その活動・取組を呼び

掛けられました。 

  
（大島充監督署長挨拶） 

 

その後、安全管理研修会として、栃木労働基準監督署・横尾美帆監督官が、「労

働災害の現状について」を別添の令和 5 年度栃木労働基準監督署安全白書をも

とに説明されました。 

令和 4年は休業 4日以上の労働災害が 906件と対前年比で 284件(45.7%増)の

増加であるとともに、3年連続で増加していること。また、同年は死亡労働災害

で 4人の尊い命が奪われていることを説明されました。 

管内の労働災害がコロナ禍もあって大幅に増加していることや、コロナ感染

症を除いても増加傾向であることを説明されました。 

  
        （横尾美帆監督官説明） 

            （参考）令和 5年度栃木労働基準監督署安全白書 

r5hakusyu.pdf


続けて、特別講演として、栃木労働基準監督署安全衛生課岡村一平課長より

「全国安全週間実施要綱」と演題の「第 14次労働災害防止計画」及び「栃木

労働基準監督署管内「S＋S」運動」の概要について、講演をいただきました。 

全国安全週間実施要綱では、実施者が準備期間中や全国安全週間に実施する

事項、継続的に実施する事項等に関して、特別なこととしての対応ではなく基

本的な安全管理の徹底などの取組を要請されました。 

また、第 14次労働災害防止計画では、厚生労働省作成の「第 14次労働災害

防止計画の概要(抜粋)」を活用して、特に、重点事項ごとの具体的取組のう

ち、安全にかかわる重点事項の説明をされました。 

１ 自発的な安全衛生対策に取り組むための意識啓発 

２ 労働者（中高年齢の女性を中心に）の作業行動に起因する労働災害防止

対策の推進 

３ 高年齢労働者の労働災害防止対策の推進 

４ 多様な働き方への対応や外国人労働者等の労働災害防止対策の推進 

５ 個人事業者等に対する安全衛生対策の推進 

６ 業種別の労働災害防止対策の推進 

また、第 14次労働災害防止計画のアウトプット指標とアウトカム指標の考

え方について説明され、加えて、これからの暑い時期を前にして、厚生労働省

の「働く人の今すぐ使える 熱中症ガイド」を活用して、熱中症にかかった者

への緊急措置対応等について説明されました。最後に、「栃木労働基準監督署

管内「S＋S」運動」の進め方・趣旨等について、当該運動実施要綱を活用して

説明されました。 

              
（岡村一平監督署安全衛生課長講演） 

(参考) 第 14次労働災害防止計画の概要(厚生労働省) 

     

14zibou.pdf


令和 5年度の安全管理研修会は、当協会産業安全部会が中心となり実施いた

しました。 

午前中に会員事業場より募集した「安全標語」「熱中症災害防止標語」の入

選作品の選定等を行い、また、研修会会場の準備や受付などを行いました。 

研修会は 51社 55名の参加を得て、概ね計画通りに有意義な研修会を実施

することができました。 

開催にご協力いただいた講師、関係者の皆様はもとより、当日ご参加いた

だいた方々に感謝申し上げます。 

今後も、協会では労働安全衛生管理に資する研修会を実施して参りますの

で、多くの会員事業場関係者のご参加をお待ちしております。 

        

(署長、産業安全部会長と研修会関係者)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度安全管理研修会 

 

日時：令和 5 年 6 月 6 日（火） 

場所：栃 木 商 工 会 議 所 

次第 

 

１． あいさつ                     14：00～ 

一般社団法人栃木労働基準協会産業安全部会長 

栃木労働基準監督署長 

  

２． 安全管理研修会                 

「労働災害の現状と対策」及び「全国安全週間実施要綱」等について 

講師：栃木労働基準監督署 安全衛生課労働基準監督官 横尾美帆 氏 

 

３． 特別講演                    

演題：「第 14次労働災害防計画」及び「栃木労働基準監督署管内「Ｓ＋

Ｓ」運動」の概要について 

講師：栃木労働基準監督署 安全衛生課長 岡村一平 氏 

 

                       ～16：00(予定) 

 

 

  

……令和 5年度全国安全週間スローガン…… 

高める意識と安全行動 築こうみんなのゼロ災職場              


